
議会活性化特別委員会広報部員が取材した
市内で頑張る団体の声を紹介します。
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山代小学校
公式HP

 石川県加賀市立山代小学校
学校教育目標

課題解決型探究学習＆STEAM学習 
～「山代魅力アッププロジェクト」～

加賀市議会
Facebook マチイロ加賀市議会

Instagram

議会Youtube
チャンネルは

コチラ！

「わたしも みんなも 
　幸せになる学校をつくる人になろう」

災害用備蓄品購入事業
市道C第461号線  道路災害復旧事業

大聖寺実業高等学校との意見交換会
詳しくは２・3ページをご覧ください。

特 集

詳しくは5ページをご覧ください。

ピック
アップ

秋に行われた「やましろカニまつり」
では、自分たちの学習の成果を、
地域の方々や観光客に向け、発信・
披露しました。

●学校がとても古いので、校舎をきれいに
　してほしいな。明るく気持ちよく学べる
　校舎で学習したいな。
●放課後、集中して静かに勉強したり自習
　したりできる「自習スペース」や「ミニ
　図書館」を作ってほしいな。
●バスケットボールコートのある公園を
　作ってほしいな。
●「萬松園 あいうえおの杜」に、子どもの
　遊べる楽しい遊具を作ったら、もっとた
　くさんの人が利用してくれるんじゃない
　かな。

３年生は、「菖蒲湯祭り」の歴史や由来を学び、輪踊りや
子ども神輿に参加しました。秋には、総湯入浴体験学習
を行いました。地域の人々の思いなどに触れながら、
ふるさとの良さや伝統・文化を学んでいます。

英語学習＆異文化理解教育
～北陸先端科学技術大学院大学留学生との交流～ 菖蒲湯祭り＆総湯入浴体験 

～地域の伝統・文化の担い手を育む～

５年生では、英語学習の
発展、異文化理解教育、
国際感覚を身に付けるた
め、「異文化理解教室」を
行っています。

６年生は、山代温泉CMソングへの
人気投票、カレンダーやキーホルダー、
顔出しパネルなどを作って、山代温泉の
魅力をPRしました。

み こ し



大聖寺実業高等学校の生徒との意見交換会を開催しました！

若者の市政（議会）への関心度を高める取り組みの一環
　令和8年2月18日に、議員18名が大聖寺実業高等学校を訪問し、
7回目となる意見交換会を行いました。
　意見交換会では、「加賀市民が幸せに生活するにはどうすればよいか」
と題し、「加賀市の活性化政策」、「加賀市の福祉政策」、「加賀市の防災
対策」をテーマに６つのグループに分かれて、生徒と議員が話し合い
ました。生徒からは、将来の加賀市への思いや市政に対する率直な
感想をはじめ、若者らしい斬新な意見がたくさん出ました。

高校生からの提案をふまえ、３月定例会で議員が質問しました！（質問・答弁の概要）

介護職について

高校生の声を市政に！
2加賀市議会だより　VOL.82

意見交換会の中で「介護者という仕事の人気を上げるために体験会を開く」といった提案が
あったが、市内高校に出向き、介護職についての理解を促進するための講座などを実施で

きないものか。

現在、介護現場での人材確保は喫緊の課題であり、高校生が将来の就職を見据えて在学中から介護
職など福祉系の仕事に対する見識を深めていくことは、大変重要であると認識している。本市では、

福祉人材の確保策として、就職奨励金の支給、資格取得費用の助成、介護の職場体験・見学事業などを
実施しており、新たに大学等奨学金返済や転入者向けの家賃の補助メニューも検討している。介護の魅
力発信のためにも、高校生が抱く介護のイメージや、どのような体験の機会を求めているのかを把握す
るため、大聖寺実業高校へのヒアリングを行い、加賀市介護サービス事業者協議会とともに、出前講座
などを実施していく。

問

答

答

活性化政策のグループでは、加賀温泉駅周辺に若者が集う場所として、商業施設やアミュー
ズメントパークの実現を求める意見が出ていた。

　さらに、福祉政策のグループでも、子どもからお年寄りまで、障がいのある方々など、全て
の市民が誰一人取り残されることのない「安心して・楽しんで・くつろげる」場所としての複
合型商業施設を求める意見が出ていた。若者に向けた施策をつくることが難しい中、ボトムアッ
プ市政を掲げる市長にとって、このような意見は絶対に無視してはならないと考えるが、若者
の意見に対しての見解を問う。

若い世代の声は、加賀市の未来そのものであり、決して無視してはならない重要な意見である。加賀
温泉駅周辺は市の重要なエリアで、誰もが集える「安心して・楽しんで・くつろげる」空間づくり

が重要と考えている。大規模施設の整備には民間活力の導入や既存店舗との調和、交通動線などを考慮
した総合的な検討が求められる。公共空間の利活用やイベントの充実など、ソフト施策との組み合わせ
で「人が集まる仕組み」を作ることも重要と考えている。若者の声を政策に反映させることで、「このま
ちに住み続けたい」、「このまちで挑戦したい」と思える加賀市を実現するため、検討を進めていく。

問

加賀温泉駅周辺について



夏頃に全ての工事が完了する加賀温泉駅前広場にオープン予定の加賀温泉駅全天候型広場
施設を利用することで、遊ぶ場所やどの世代も楽しめる施設・コミュニティーの場所に

なり得ると思うが、所見を問う。

今年の夏に完成予定の全天候型広場施設は、加賀温泉駅周辺のにぎわい創出を目的とし、市民
や観光客が利用するバス・タクシーの待機スペースを兼ね備えている。指定管理者による運営で、

地域コミュニティ事業やパブリックビューイングなどのイベントが提案されている。また、組み立て式
のステージを活用した地域活動やイベントが可能で、世代を問わず楽しめる場所としての役割が期待
されている。今後、ゆのまち加賀との連携を進め、さらににぎわいを創出するためのPRに努めていく。

・片山津温泉の森林散策、星空観察、雪遊びを組み合わせた
　観光イベントを開く。

・移動式コンビニの導入。

・若者に寄り添ったイベントを開く（コミックマーケット、
コスプレイベントなど）。

・生徒の登下校の時間帯に合わせてバス運賃を減額する。

・空き家を活用した低価格の住宅や交流スペースを増やす
　（シェアハウスなど）。

・壁や皿を九谷焼の柄に、布類を加賀五彩の色にした施設を
　つくる （のれんに晶子染めなど）。

・高校でも給食を食べられるようにする。

・IT 系の大学を誘致し、学生を集める。

・SNSやアプリを活用し、災害情報や避難情報をリアルタイム
　で共有できるようにする。など

問

答

答

遊ぶ場所やどの年代も楽しめる施設について

避難所について、ペット同伴マニュアルを作成し、ペット避難所を設置すること、またペッ
ト同伴の避難訓練を実施してほしいという意見があった。これらのことは令和６年能登半

島地震を教訓として、今後必須であると考えるが、所見を問う。

災害発生時、行政の支援はまず人命救助が基本であり、ペットに対する支援は困難となることが想
定されるため、飼い主には普段からペットと一緒に避難できる準備を整えておくことが求められる。

ペットは「家族の一員」として、避難所にペット同伴で避難することが基本であるため、「ペット同伴マニュ
アル」の作成について、今後、他自治体の事例を参考に進めたい。
　ペット避難所の設置については、令和6年能登半島地震の際にペット同伴で避難者を受け入れた実績の
ある旅館と調整を始めている。また、ペット同伴の避難訓練については、市総合防災訓練での実施を
企画したい。なお、避難所のペット専用スペースは屋外を想定している。

問

防災について
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高校生らしい意見が様々な
分野・角度から提案されました。
大聖寺実業高等学校の皆さま、
ありがとうございました！

高校生らしい意見が様々な
分野・角度から提案されました。
大聖寺実業高等学校の皆さま、
ありがとうございました！

意見交換会での意見・提案を抜粋して紹介！
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員
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等
活
動
報
告

行
政
視
察
報
告
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臨
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月
定
例
会
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要
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令和8年 1月臨時会報告
　令和８年１月臨時会で審議した市長提出議案について、全議案とも全会一致で原案どおり承認・可決されました。
　全議案等の内容は、加賀市議会ホームページをご覧ください。

市長提出議案
●報告案件…………………………   2件 ●予算案件…………………………   2件 

会期●1月29日（木）

令和8年3月定例会の議会提出議案 ※各議案の内容は、要約されています。

加賀市議会委員会条例の一部を改正する条例全会一致で可決
議会提出議案

　「部」の再編に伴い常任委員会の所管を見直すとともに、委員の任期に関する規定を整理し、複数委員会へ
の所属解釈を改めるなど、任期の取扱いを明確化するため、所要の改正を行う。

加賀市市民主役条例の一部を改正する条例全会一致で可決
　「総合計画」について、変化の激しい時代に必ずしも有効とは言えない状況を踏まえ、策定義務を見直し、
任意の策定とすることについての条例改正を行う。

北朝鮮による日本人拉致問題に対する理解を深めるための広報啓発を推進する
ことを求める決議全会一致で可決

　北朝鮮による日本人拉致問題は国民の生命と安全に関わる最重要課題であり、風化させてはならない。特に若年
層への理解促進が重要であることから、広報啓発の推進と取り組みの充実を図るよう国に対し強く要望するもの。

重度障がい者の地域生活を支える制度の充実を求める意見書全会一致で可決
　障がい者施策の法整備が進み「共生社会」の実現に向けた進展が見られる一方、重度障がい者の生活は家族
の介護に依存しており、支援体制は十分とは言えない。安心して地域生活を送れるよう、グループホームの
整備促進や移動・居宅介護の制度見直しと財政支援の強化を国に対し強く要望するもの。

巨大災害発生に対する対応体制整備を求める意見書全会一致で可決
　自然災害が頻発し、特に南海トラフ地震などの巨大災害が懸念される中、国は
防災庁の設置を進めている。災害に強い国づくりには、地方自治体や住民、民間・
ボランティアとの連携が不可欠であることから、国に対し、国民の生命と生活を守
るための必要な対策を速やかに講じるよう強く要望するもの。

太陽光発電設備のリサイクル推進及び
適正な廃棄処理に関する意見書全会一致で可決

　太陽光発電設備の普及が進む一方、導入から相当の年数が経過し、パネルの
寿命に伴う大量の廃棄やリサイクルの課題が顕在化している。不法投棄や不適
切処理への懸念もあることから、適正な処理と資源循環の確保に向け、制度整
備や支援の強化など必要な措置を講じるよう国に対し強く要望するもの。

令和8年 3月定例会の概要
　令和８年３月定例会で審議した市長提出議案について、全議案とも全会一致で原案どおり可決されました。
　全議案等の内容は、加賀市議会ホームページをご覧ください。

市長提出議案

議会提出議案

●予算案件…………………………14件
●
●

条例案件…………………………15件
その他案件 ………………………  3件 

……………………   6件 

※各議案については、加賀市議会ホームページをご覧ください。

会期●2月27日（金）
～3月19日（木）

「議会が提出する意見書とは？」
　意見書とは、地方公共団体の
公益に関することについて、議会
がその意思を意見としてまとめた
文書のことです。議会はこうした
意見書を、国会や関係行政庁に
提出することができます。意見書
には法的拘束力はありませんが、
住民代表である議会の総意として
尊重されます。

議会提出議案の提案理由説明
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5
質疑・一般質問

3月１0日、１1日の２日間にわたり、代表質問３人、個人質問10人が質問しました。

・議会ホームページ　http://www.city.kaga.ishikawa.jp/gikai/gikai.html　
・議会Youtubeチャンネル
　 https://www.youtube.com/channel/UCtRm_TmFaD_OAu3BHZTETOQ

ここで紹介している質問・答弁は、それぞれの内容を要約したものです。
なお、会議録は、議会ホームページから閲覧できます。
また、当日の質疑・一般質問の映像は加賀市議会YouTubeチャンネルから視聴できます。

災害用備蓄品購入事業〔事業費4，455万円〕

市道C第461号線　道路災害復旧事業

　令和６年１月１日に発生した令和６年能登半島
地震により、市道C第461号線（柴山町地内）が
被災したため、災害復旧工事を行い、道路交通の
安全を図る。（事業年度 令和6年度～令和8年度）

　令和７年５月に公表された石川県地震被害想定の避難所への避難者
（約24,000人）が３日間過ごすために必要な物資を備蓄するため、既に
確保している初日分を除く残り２日分のうち、２日目分の物資を追加
で購入し、災害時に円滑に避難者に供給できるようにする。3日目分
は今後備蓄する予定。
　

議会
ホームページ

議会Youtube
チャンネル

事業イメージ

アルファ米 保存水 携帯トイレ

ピック
アップ！

委
員
会
等
活
動
報
告

行
政
視
察
報
告

稲垣　清也　議員  ……  Ｐ6

林　　茂信　議員  ……  Ｐ6

代表質問

髙橋菜見子　議員  ……  Ｐ7
福永　哲也　議員  ……  Ｐ8
南出　貞子　議員  ……  Ｐ8
東野　真樹　議員  ……  Ｐ8
上野　清隆　議員  ……  Ｐ9

植木　陽祐　議員  ……  Ｐ9
若林　　高　議員  ……  Ｐ9
辰川　志郎　議員  ……  Ｐ10
荒谷　啓一　議員  ……  Ｐ10
中谷　喜英　議員  ……  Ｐ10

個人質問
会派昂志会　　　

会派ビリーブ加賀

林　　俊昭　議員  ……  Ｐ7
会派つなぐ加賀

3日分確保する備蓄品
液体ミルク、使い捨て哺乳瓶、飲料水、アルファ米、携帯トイレ

総事業費3億3，095万5，000円
（うち令和8年度事業費2億9，680万円）

加賀市事業
凡例

令和8年度
国事業 令和6年度～令和8年度
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既
成
概
念
を
超
え
て
民
間
の
活
力
の
導

入
に
よ
っ
て
再
生
を
目
指
す
こ
と
を
検

討
す
べ
き
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

他
の

質
問

問答

問答

令
和
8
年
２
月
１０
日
に
手
取
川
を

水
源
と
す
る
県
水
の
供
給
停
止
事

案
が
発
生
し
た
。本
市
は
県
水
と
九
谷

ダ
ム
を
水
源
と
す
る
自
己
水
の
2
系
統

を
有
し
て
い
る
が
、ど
ち
ら
か
1
系
統
が

停
止
し
た
場
合
の
供
給
体
制
に
つ
い
て

問
う
。県

水
が
停
止
し
た
場
合
、
配
水
池
の

貯
留
水
に
よ
り
概
ね
4
日
程
度
は
全

域
に
給
水
が
可
能
で
あ
る
が
、
供
給
停
止

が
長
期
化
し
た
場
合
に
は
、一
部
地
域
で

断
水
の
可
能
性
が
生
じ
る
。一
方
、自
己
水

が
停
止
し
た
場
合
、現
状
で
は
、山
中
地
区

へ
は
送
水
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
長
期

化
す
る
場
合
に
は
、
山
中
地
区
は
給
水
車

に
よ
る
応
急
給
水
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

る
。
今
後
は
県
水
を
山
中
地
区
へ
も
送
水

が
で
き
る
よ
う
検
討

を
進
め
て
い
く
。

（
上
下
水
道
部
長
）

令
和
8
年
度
の
当
初
予
算
を「
準
骨

格
予
算
」と
し
た
理
由
を
問
う
。

令
和
8
年
度
当
初
予
算
で
は
、「
市
民

生
活
に
不
可
欠
な
サ
ー
ビ
ス
」を
最

優
先
と
し
つ
つ
、「
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
事

業
」や「
伝
統
工
芸
品
海
外
等
新
規
販
路
獲

得
事
業
」
な
ど
の
本
市
の
強
み
を
伸
ば
す

政
策
的
事
業
も
計
上
し
て
お
り
、
実
態
は

1
年
を
見
越
し
た「
通
年
予
算
」で
あ
る
。

あ
え
て「
準
骨
格
」と
表
現
し
た
の
は
、現
在

進
め
て
い
る
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
結
果
を

踏
ま
え
て
補
正
予
算
を
計
上
し
て
い
く
事

業
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
通
常
の
通
年

予
算
と
は
一
線
を

画
す
と
い
う
意
味

を
込
め
た
も
の
で

あ
る
。（
市
長
）

副
市
長
の
所
信
、
来
年
度
の

組
織
再
編
、
財
政
調
整
基
金
、

市
内
高
校
の
出
願
状
況
と
本
市

の
魅
力
向
上
策
、
未
来
型
商
業

エ
リ
ア
、
今
年
度
の
除
雪
対
応

「
加
賀
市
の
魅
力
の
磨
き
上
げ
」  

　
ほ
か

有
事
の
際
に
は
市
民
が
パ
ニ
ッ
ク
に
な

ら
な
い
よ
う
に
、
わ
か
り
や
す
く
正
確

な
情
報
提
供
を
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

他
の

質
問

問問
将
来
へ
の
投
資
の
継
続
性
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

本
市
が
こ
れ
ま
で
日
本
マ
イ
ク
ロ
ソ

フ
ト
株
式
会
社
や
株
式
会
社
Ｊ
Ａ
Ｌ

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
を
は
じ
め
と
す
る
世

界
的
企
業
と
築
い
て
き
た
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
や
人
材
育
成
の
取
り
組
み
は
、
将

来
の
産
業
集
積
や
税
収
基
盤
に
直
結
す
る

重
要
な「
未
来
へ
の
投
資
」で
あ
り
、
本
市

の
重
要
な
施
策
で
あ
る
。

　
令
和
8
年
度
当
初
予
算
編
成
に
お
い
て

は
、
投
資
の
抑
制
で
は
な
く
、
投
資
を
続
け

る
た
め
の
「
体
力
を
蓄
え
る
プ
ロ
セ
ス
」と

し
て
、
財
政
基
盤
の
構
築
を
重
要
視
し
た
。

目
先
の
基
金
残
高
確
保
に
捉
わ
れ
る
の
で

は
な
く
、
将
来
に
わ
た
っ
て
投
資
し
続
け

ら
れ
る「
体
力
」を
維
持
す
る
こ
と
こ
そ
が
、

本
市
の
未
来
を
切
り
開
く
基
盤
と
考
え
て

い
る
。（
市
長
）

加
賀
市
医
療
セ
ン
タ
ー
経
営
の
抜

本
的
改
革
と
し
て
指
定
管
理
者
制

度
の
導
入
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

和
泉
市
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
事
例
を

踏
ま
え
、「
多
額
の
債
務
超
過
」と
い
う

異
常
事
態
に
際
し
、
既
成
概
念
を
超
え

て
民
間
の
経
営
力
に
再
生
を
託
す
こ
と

を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

和
泉
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
事

例
に
つ
い
て
は
、
全
国
組
織
で
あ
る

指
定
管
理
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し

て
医
療
人
材
の
確
保
お
よ
び
コ
ス
ト
削
減

を
行
い
、
経
営
再
建
を
果
た
し
た
成
功
モ

デ
ル
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。
現
在
の
大

学
か
ら
の
医
師
派
遣
の
継
続
や
、
現
行
の

病
院
職
員
の
身
分
の
取
扱
い
な
ど
、
解
決

す
べ
き
課
題
は
多
い
。
ま
ず
は
、
経
営
の

健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
一
つ
一
つ
積

み
上
げ
、
赤
字
幅
の
圧

縮
に
注
力
し
て
い
く
。

運
営
方
法
に
つ
い
て
は
、

全
国
の
成
功
事
例
な
ど

を
引
き
続
き
、研
究
、
検

討
し
て
い
き
た
い
。

（
医
療
セ
ン
タ
ー
管
理
部
長
）

答

答

代
表
質
問

会
派
昂
志
会
　
　
　

議
員 

稲
垣
　
清
也

い
な
が
き

し
ん 

や

議
員 

林
　
　
茂
信

は
や
し

し
げ
の
ぶ

将
来
に
向
け
た

挑
戦
す
る
姿
勢
を
示
す
べ
き
！

加
賀
市
の
水
道
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は

大
丈
夫
か
？

代
表
質
問

会
派
ビ
リ
ー
ブ
加
賀
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大
聖
寺
実
業
高
校
と
の

　
　
　 

意
見
交
換
会

市
政
を
問
う

質
問
・
答
弁
の
要
旨

常
任
委
員
会（
分
科
会
）

の
審
査
報
告

他
の

質
問 ５

歳
児
健
診
の
導
入
に
よ
っ
て
、
就
学
に
向
け
た
行

政
支
援
や
家
庭
で
の
生
活
改
善
を
早
期
に
促
し
、
現

行
の
就
学
時
健
診
を
よ
り
簡
潔
な
も
の
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
れ
は
学
校
・
家
庭
・
子
ど
も
に
と
っ
て
の
幸
せ

に
つ
な
が
る
。
５
歳
児
健
診
導
入
の
方
向
性
を
問
う
。

５
歳
児
は
言
語
理
解
や
社
会
性
が
発
達
し
、
幼
児
期
の

完
成
期
を
迎
え
る
重
要
な
時
期
で
あ
る
。こ
の
時
期
に
、

情
緒
・
行
動
面
や
生
活
習
慣
の
確
認
、
小
児
科
医
の
診
察
、

専
門
相
談
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、
発
達
特
性
に
応
じ
た
早
期

支
援
や
関
係
機
関
と
の
連
携
、
家
庭
で
の
生
活
改
善
に
つ
な

が
り
、
親
子
が
安
心
し
て
就
学
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
市
で

は
令
和
８
年
度
に
、
小
児
科
医
や

保
育
・
教
育
関
係
者
、
児
童
発
達

支
援
関
係
者
な
ど
に
よ
る
検
討
会

を
設
置
し
、
実
施
体
制
や
健
診
後

の
フ
ォ
ロ
ー
体
制
の
検
討
を
行
い
、

導
入
は
令
和
９
年
度
を
目
指
す
。

（
市
民
健
康
部
長
）

「
子
供
に
幸
福
、県
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
教
育
都
市

の
実
現
」、
加
賀
市
版
R
E
100
の
推
進
ほ
か

議
員
の

ひ
と
こ
と

子
ど
も
に
関
わ
る
方
々
は
、
５
歳
児
健
診
を

待
ち
望
ん
で
い
る
。
導
入
に
向
け
た
検
討
会

に
期
待
す
る
。

問答

▲歴史民俗資料館

他
の

質
問

問問 答

答

歴
史
的
街
な
み
に
、
錦
城
小
学
校

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
建
物
は
似
合
わ
な
い
。

　
ま
た
、
旧
京
逵
幼
稚
園
の
建
物
は
、

老
朽
化
で
廃
墟
感
す
ら
漂
っ
て
お
り
、

歴
史
的
街
な
み
に
ふ
さ
わ
し
い
景
観
づ

く
り
が
必
要
で
は
な
い
か
。

錦
城
小
学
校
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
の
標
準
設
計
で
建
て
ら
れ
て
お
り
、

歴
史
的
街
な
み
に
な
じ
み
づ
ら
い
が
、教
育

活
動
を
継
続
し
な
が
ら
意
匠
面
で
変
更
を

加
え
る
こ
と
は
困
難
で
、
今
後
の
建
て
替

え
な
ど
の
検
討
の
際
に
配
慮
し
た
い
。

（
教
育
委
員
会
事
務
局
長
）

　
旧
京
逵
幼
稚
園
は
景
観
面
で
課
題
が
あ
り
、

児
童
発
達
支
援
体
制
検
討
事
業
で「
こ
ど
も

育
成
相
談
セ
ン
タ
ー
」
の
移
設
を
検
討
し
、

移
転
後
の
跡
地
は
、
歴
史
的
風
致
維
持
向

上
計
画
の
重
点
区
域
ら
し
い
景
観
形
成
に

配
慮
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

（
市
民
健
康
部
長
）

歴
史
民
俗
資
料
は
市
民
の
共
有
財

産
で
あ
り
、
市
民
の
目
に
触
れ
て

光
り
輝
く
。
新
た
な
歴
史
民
俗
資
料
館

の
設
置
は
急
務
で
、「
加
賀
市
の
魅
力

の
磨
き
上
げ
」
に
は
最
も
必
要
で
あ
る
。

江
沼
神
社
庭
園
と
錦
城
山
一
帯
に
新
た

な
資
料
館
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
一
層

光
り
輝
く
も
の
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

現
在
の
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画

に
お
い
て
は
、
歴
史
民
俗
資
料
館
の

建
設
は
位
置
づ
け
て
い
な
い
た
め
、
現
段

階
で
は
実
現
は
困
難
だ
が
、
市
民
が
郷
土

の
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
は
価
値
が
あ
り
、
既

存
施
設
の
活
用
も
含
め
て
検
討
を
開
始
し

て
お
り
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進
め
た

い
。（
教
育
委
員
会
事
務
局
長
）

令
和
8
年
度
当
初
予
算
案
、令
和

7
年
度
の
決
算
見
込
み
、九
谷
焼

と
山
中
漆
器
の
振
興
策
　
ほ
か

「
大
聖
寺
十
万
石
文
化
」
を
磨
き
上
げ

る
こ
と
で
、
暮
ら
す
人
に
も
訪
れ
る
人

に
も
、
癒
し
と
安
ら
ぎ
を
も
た
ら
す
の

で
は
な
い
か
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

代
表
質
問

会
派
つ
な
ぐ
加
賀
　

議
員 

林
　
　
俊
昭

は
や
し

と
し
あ
き

城
下
町
大
聖
寺
の
再
生
を
！！

個
人
質
問

髙
橋  

菜
見
子

た
か
は
し

な

み

こ

　議
員 

就
学
に
向
け
た
育
ち
を

ど
う
支
え
る
？

委
員
会
等
活
動
報
告

行
政
視
察
報
告

1
月
臨
時
会
報
告

3
月
定
例
会
概
要
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国
際
女
性
デ
ー
の
取
組　

ほ
か

漏
水
の
主
な
原
因
と
な
っ
て
い
る
老
朽
水
道
管
の

更
新
は
、
安
心
・
安
全
な
市
民
生
活
を
支
え
る
社
会

イ
ン
フ
ラ
の
基
幹
整
備
で
あ
り
、
水
道
水
の
安
定
供
給
を

将
来
に
わ
た
り
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
計
画
的
か
つ

着
実
な
管
路
の
更
新
が
不
可
欠
で
あ
る
。
水
道
事
故
の
防
止

の
観
点
か
ら
も
、
耐
震
性
を
備
え
た
水
道
管
へ
の
更
新
を

一
層
加
速
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
水
道
管
耐

震
化
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
示
せ
。

現
在
の
管
路
の
多
く
は
、
４０
年
以
上
前
の
人
口
増
加
期

に
整
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
水
道
管
路
耐
震
化
事
業

に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
し
た
管
路
の
更
新
に
あ
わ
せ
、
計
画
的

に
耐
震
化
を
進
め
て
い
る
。
し
か
し
、
人
口
減
少
社
会
に
お

い
て
は
、
当
時
の
管
径
が
過
大
と
な
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
り
、

そ
の
た
め
更
新
時
に
は
、
現
在
の
水
道
需
要
の
予
測
に
基
づ

い
た
、
管
径
の
縮
小
化
を
あ
わ
せ
て
実
施
し
て
い
る
。
進
捗

状
況
は
、
令
和
６
年
度
末
時
点
に
お
け
る

耐
震
適
合
率
が
、３９

．５
％
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
の
整
備
計
画
は
、
引
き
続
き
老
朽
管

の
更
新
に
あ
わ
せ
た
耐
震
化
を
推
進
し

て
い
く
。（
上
下
水
道
部
長
）

議
員
の

ひ
と
こ
と

全
国
で
老
朽
化
し
た
水
道
管
の
漏
水
事
故
な

ど
が
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
事
故
を

未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
老
朽
化
し
た
水
道

管
の
耐
震
化
の
早
期
実
施
を
！

問答

今
回
の
部
設
置
に
つ
い
て
は
時
期
的
に
も
良
い
方
向

で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。
市
主
催
の
防
災
訓
練

や
各
地
区
な
ど
へ
の
研
修
だ
け
で
な
く
、
市
民
の
安
心
・

安
全
を
確
保
す
る「
先
を
見
据
え
た
」命
を
守
る
部
と
し

て
の
事
業
内
容
を
示
せ
。

「
医
療
福
祉
・
交
通
・
防
災
の
質
を
高
め
る
」
た
め
に

設
置
す
る
も
の
で
あ
り
、
明
確
な
司
令
塔
機
能
を
確
立

し
て
迅
速
か
つ
円
滑
な
対
応
を
実
現
し
て
い
く
。
具
体
的
に

は
、
市
主
催
の
総
合
防
災
訓
練
が
形
だ
け
の
も
の
に
な
ら
な

い
よ
う
に
見
直
す
と
と
も
に
、「
自
ら
の
命
は
自
ら
が
守
る
」

と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
観
点
か
ら
、

地
域
が
主
体
と
な
っ
て
企
画
運
営
を
行
う
防
災
訓
練
に
対
す

る
費
用
の
助
成
を
検
討
し
て
い
く
。

さ
ら
に
、
今
後
は
近
隣
の
あ
わ
ら
市

と
合
同
防
災
訓
練
の
実
施
を
検
討

し
て
い
く
。
ま
た
、
避
難
生
活
時

に
最
も
重
要
視
さ
れ
て
い
る
ト
イ

レ
対
策
に
つ
い
て
も
、
ト
イ
レ
カ
ー

の
導
入
を
検
討
し
て
い
く
。（
市
長
）

議
員
の

ひ
と
こ
と

新
し
い
部
の
周
知
徹
底
を
！

問答

他
の

質
問 飼

い
主
の
い
な
い
猫
に
対
し
て
の
不
妊
手
術
の
助
成

額
を
増
額
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
負
担
軽
減
を
図
る

と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
事
業
内
容
を
示
せ
。
ま
た
、
よ
り

多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
周
知
方
法
も
問
う
。

令
和
７
年
度
ま
で
は
雌
猫
の
不
妊
手
術
の
助
成
単
価
を

5
千
円
と
し
て
い
た
が
、
令
和
８
年
度
か
ら
は
、
雌
猫

の
不
妊
手
術
1
件
に
つ
き
助
成
単
価
を
4
千
円
増
額
し
9
千

円
に
す
る
。
雄
猫
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
去
勢
手

術
1
件
に
つ
き
4
千
円
を
助
成
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
一
部

の
市
内
動
物
病
院
で
は
、
手
術
に
係
る
自
己
負
担
額
が
千

円
程
度
と
な
り
、
利
用
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、
利
用
件
数
に
つ
い
て
も
前
年
度
の
1.4
倍
（
雄

80
頭・雌
90
頭
）を
見
込
ん
で
い
る
。

　
周
知
に
つ
い
て
は
、
広
報
か
が
、

市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
イ
ベ
ン
ト
、
利

用
資
格
確
認
証
の
申
請
や
更
新
の

案
内
の
中
な
ど
で
よ
り
多
く
の
方

に
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
取
り
組

ん
で
行
く
。（
産
業
振
興
部
長
）

財
政
強
化
、
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
事
業

議
員
の

ひ
と
こ
と

地
域
を
良
く
す
る
た
め
に
頑
張
っ
て
い
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
へ
の
支
援
は
大
切
!

問答

他
の

質
問

専
門
人
材
の
確
保
と
職
員
採
用
、
市
の
組
織

再
編
に
よ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
影
響　
ほ
か

他
の

質
問

個
人
質
問

水
道
管
路
の

耐
震
化
事
業
に
つ
い
て

福
永　
哲
也

ふ
く
な
が

て
つ 

や

　議
員 

個
人
質
問

南
出　
貞
子

み
な
み
で

さ
だ
こ

　議
員 

危
機
対
策
部
設
置
の

内
容
は
？

個
人
質
問

東
野　
真
樹

ひ
が
し
の

ま
さ 

き

　議
員 

飼
い
主
の
い
な
い
雌
猫
の

不
妊
手
術
の
助
成
額 

拡
充
が
決
定
！



特
集 

大
聖
寺
実
業
高
校
と
の

　
　
　 

意
見
交
換
会

市
政
を
問
う

質
問
・
答
弁
の
要
旨

常
任
委
員
会（
分
科
会
）

の
審
査
報
告
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歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
体
制
整
備
に
つ
い
て
、

複
数
の
部
局
に
ま
た
が
る
横
断
的
な
計
画
で
あ
る

た
め
、
専
門
部
局
を
設
置
し
一
元
的
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
、
そ
の
体
制
整
備
に
つ
い
て
問
う
。

歴
史
的
風
致
維
持
向
上
に
は
多
様
な
専
門
分
野
の
連

携
が
不
可
欠
で
あ
り
、
他
の
自
治
体
に
お
い
て
専
門

部
署
を
設
置
し
て
い
る
事
例
も
承
知
し
て
い
る
。
本
市
で

は
、
こ
れ
ま
で
も
、
他
分
野
や
多
職
種
職
員
の
連
携
が
必

要
な
事
業
を
実
施
す
る
際
は
、
部
局
横
断
的
な
体
制
を
構

築
し
な
が
ら
限
ら
れ
た
人
員
の
中
で
事
業
を
実
施
し
て
き

た
。
専
門
部
署
を
新
設
す
る
だ
け
の
人
材
確
保
は
困
難
な

状
況
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
今
後
も
部
局
横
断
的
な
体

制
に
よ
り
、
各
職

員
が
専
門
性
を
十

分
に
発
揮
し
、円

滑
に
計
画
が
推
進

で
き
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

（
総
務
部
長
）

議
員
の

ひ
と
こ
と

第
２
期
計
画
と
専
門
部
局
は
セ
ッ
ト
で
進
め

る
べ
き
で
は
？

問答

農
産
物
の
一
次
産
品
や
飲
食
店
が
商
品
開
発
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
と
し
て
、
シ
ェ
ア
キ
ッ
チ
ン
を
つ
く

る
こ
と
で
、
意
欲
あ
る
人
材
育
成
と
確
保
、
そ
し
て
商
品

開
発
を
促
す
こ
と
が
で
き
る
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
や
す
い
ま

ち
が
つ
く
れ
る
と
考
え
る
が
、
所
見
を
問
う
。

新
商
品
の
開
発
は
新
た
な
市
場
獲
得
に
つ
な
が
る
た

め
、
商
品
開
発
拠
点
と
し
て
シ
ェ
ア
キ
ッ
チ
ン
が
あ
る

こ
と
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
と
な
る
と
考
え

る
。
試
行
錯
誤
の
段
階
で
設
備
が
あ
る
こ
と
は
、
初
期
投
資

を
行
う
リ
ス
ク
軽
減
に
も
つ
な
が
り
、
大
変
重
要
で
あ
る
。

希
望
さ
れ
る
声
が
多
数
あ
る
よ
う
で

あ
れ
ば
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
商
品
開
発
だ
け
で
な
く
、
継
続

し
て
販
売
し
て
い
く
に
は
ど
う
す
れ

ば
良
い
の
か
と
い
う
点
も
、
事
業
者

と
共
に
考
え
、
各
種
団
体
や
金
融
機

関
と
連
携
し
、
伴
走
型
の
支
援
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
産
業
振
興
部
長
）

議
員
の

ひ
と
こ
と

ハ
ー
ド
面
は
行
政
が
投
資
し
、
ソ
フ
ト
面
は

民
間
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
。
そ
れ
ぞ
れ
が

得
意
分
野
を
生
か
し
て
、
ま
ち
を
盛
り
上
げ

ま
し
ょ
う
！

問答

他
の

質
問 白

山
市
の
化
学
メ
ー
カ
ー
の
敷
地
内
に
あ
る
地
下
水

か
ら
指
針
値
を
超
え
る
P
F
A
S
が
検
出
さ
れ
、
国

の
指
針
値
の
２
０
０
０
倍
を
超
え
て
お
り
、
白
山
市
内
の

住
民
の
不
安
が
高
ま
っ
て
い
る
。
本
市
は
以
前
の
答
弁
で

「
市
内
企
業
の
取
り
扱
い
状
況
は
把
握
し
て
い
な
い
」と
し

た
が
、
市
民
の
安
全
を
守
る
た
め
白
山
市
の
事
例
を
踏

ま
え
て
状
況
を
把
握
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

公
共
用
水
域
や
地
下
水
の
水
質
調
査
・
規
制
は
、
法
律

に
基
づ
き
県
が
主
導
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
本
市
で
指

針
値
を
超
え
る
地
点
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
県
に
よ
れ
ば
、

対
象
事
業
所
の
特
定
や
処
理
状
況
の
把
握
は
困
難
と
の
回
答

を
得
て
い
る
。
指
針
値
は
一
生
涯
飲

用
し
て
も
健
康
に
影
響
が
な
い
と
さ

れ
る
値
だ
が
、
地
下
水
利
用
者
は
不

安
を
覚
え
た
の
で
は
な
い
か
。
本
市

と
し
て
は
、
市
民
の
不
安
払
拭
に
向

け
、
県
に
対
し
て
調
査
な
ど
の
対
応

を
求
め
て
い
く
。（
市
長
）

ク
リ
ア
ラ
ン
ス
金
属
の
再
利
用
、
飼
い
主
の
い
な

い
猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術
助
成
事
業
　
ほ
か

議
員
の

ひ
と
こ
と

県
内
他
市
で
高
い
検
出
値
が
出
て
い
る
の
だ

か
ら
、
加
賀
市
内
企
業
の
取
り
扱
い
状
況
の

把
握
は
必
要
だ
ろ
う
。

問答

他
の

質
問

児
童
発
達
支
援
体
制
検
討
事
業
、
歴
史
民
俗

収
蔵
庫
資
料
移
設
事
業
、
坂
網
猟
、
部
活
動

の
在
り
方
改
革

他
の

質
問

加
賀
市
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
検
討
会
の
今
後
の

在
り
方
及
び
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
の
接
続
、

市
管
轄
組
織
の
人
事
機
能
の
強
化
等
　
ほ
か

▲大聖寺城跡

個
人
質
問

上
野
　
清
隆

う
え 

の

き
よ
た
か

　議
員 

歴
史
的
風
致
維
持
向
上
の

た
め
に
、
ぜ
ひ
、

専
門
部
局
の
設
置
を
！

個
人
質
問

植
木 

陽
祐

う
え 

き

よ
う
す
け

　議
員 

シ
ェ
ア
キ
ッ
チ
ン
を

導
入
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
や
す
い
加
賀
市
に
！

個
人
質
問

若
林
　
　
高

わ
か
ば
や
し

こ
う

　議
員 

県
内
他
市
で
の

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
検
出

を
踏
ま
え
て

委
員
会
等
活
動
報
告

行
政
視
察
報
告

1
月
臨
時
会
報
告

3
月
定
例
会
概
要
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山
中
温
泉
九
谷
町
で
発
掘
さ
れ
た
窯
跡
は
、
紛
れ
も

な
く
九
谷
焼
発
祥
の
地
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
も

の
で
あ
る
が
、
発
掘
さ
れ
て
か
ら
の
保
存
方
法
や
形
状
は

不
評
で
、
十
数
年
以
上
経
っ
て
も
い
ま
だ
に
公
開
さ
れ
て

い
な
い
。
こ
れ
か
ら
は
、
市
内
外
に
発
信
で
き
る
立
派
な

施
設
と
し
て
、
早
急
に
復
元
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見

を
問
う
。

加
賀
市
と
し
て
も
、
九
谷
焼

発
祥
の
地
で
あ
る
九
谷
磁
器

窯
跡
を
市
内
外
に
発
信
し
て
い
く

べ
き
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、
整
備

再
開
に
向
け
た
普
及
啓
発
事
業
な

ど
を
継
続
し
、
市
の
財
政
状
況
や

実
施
体
制
の
確
保
を
踏
ま
え
な
が

ら
、可
能
な
と
こ
ろ
か
ら
取
り
組
む
。

（
教
育
長
）

議
員
の

ひ
と
こ
と

九
谷
磁
器
窯
跡
の
整
備
は
こ
れ
ま
で
も
何
度

も
述
べ
て
き
た
。
現
在
の
保
存
方
法
は
明
ら

か
に
当
時
の
行
政
の
責
任
で
あ
り
、
恥
ず
べ

き
で
あ
る
と
考
え
る
。
失
敗
は
失
敗
と
し
て
認

め
て
、市
内
外
に
広
く
資
源
と
し
て
活
用
で
き

る
よ
う
な
施
設
に
や
り
直
す
べ
き
で
あ
る
。

問答

河
南
小
学
校
で
は
、
校
内
樹
木
の
老
木
・
巨
木
化
に

よ
る
対
応
に
大
変
苦
慮
し
て
い
る
。
ほ
か
市
内
13
校

（
特
に
錦
城
・
片
山
津
中
学
校
区
）で
も
、学
校
や
保
護
者

だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
深
刻
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

小
・
中
学
校
の
施
設
整
備
と
同
様
に
、
樹
木
環
境
の
整
備

が
必
要
と
考
え
る
が
、
所
見
を
問
う
。

校
舎
や
設
備
な
ど
の
施
設
整
備
と
あ
わ
せ
、
学
校
現
場

と
密
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で

緊
急
性
や
危
険
度
、
周
囲
へ
の
影
響
な
ど
を
見
極
め
、
優
先

順
位
を
つ
け
て
整
備
を
推
進
し
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全
・
安

心
か
つ
快
適
な
環
境
で
学
べ
る
よ
う
最
善
を
尽
く
し
て
い
く
。

（
教
育
委
員
会
事
務
局
長
）

議
員
の

ひ
と
こ
と

学
校
の
空
調
設
備
や
洋
式
ト
イ
レ
な
ど
の

整
備
と
同
様
に
進
め
て
ほ
し
い
。

問答

他
の

質
問 加

賀
市
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
検
討
会
に
対
し
、
市
長

は
具
体
的
に
ど
の
事
業
を
「
廃
止
・
縮
小
」
の
候
補

と
し
て
諮
問
し
た
の
か
。
単
に
「
市
民
の
声
を
聞
く
」
と

い
う
姿
勢
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
放
棄
で
あ
る
。
市
長
と

し
て
の
哲
学
や
各
種
事
業
の
優
先
順
位
が
な
い
ま
ま「
検

討
委
員
会
」と
い
う「
隠
れ
蓑
」
を
利
用
し
て
嫌
わ
れ
役
を

民
間
人
に
押
し
つ
け
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
か
。

昨
年
12
月
か
ら
開
催
し
て
い
る
「
加
賀
市
再
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
検
討
会
」へ
は
、
公
約
の
円
滑
か
つ
効
果

的
な
推
進
を
図
る
た
め
に
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
、
検
討

し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
諮
問
し
て
い
る
。

　
委
員
の
皆
様
に
は
、
事
業
の
実
現
可
能
性
・
優
先
順
位
、

進
め
方
な
ど
を
議
論
い
た
だ
き
、
専
門

的
か
つ
広
範
囲
な
視
点
か
ら
知
見
を
い

た
だ
く
も
の
で
あ
る
。

　
検
討
会
は
現
在
も
継
続
中
で
あ
り
、

答
申
は
い
た
だ
い
て
い
な
い
が
、
事
業

の
廃
止
や
縮
小
に
つ
い
て
答
申
い
た
だ

く
も
の
で
は
な
い
。（
政
策
企
画
部
長
）

予
算
主
義
原
則
（
公
会
計
の
特
質
）
の
理
解
、

継
続
事
業
の
法
的
安
定
性
と
信
頼
保
護
、

加
賀
市
の
未
来
に
対
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
の
不
在

ほ
か

議
員
の

ひ
と
こ
と

市
長
な
ら
ば
、
市
を
ど
の
よ
う
に
し
た
い
の

か
明
確
に
、
具
体
的
に
示
す
べ
き
。

問答

他
の

質
問

伝
統
産
業
の
振
興
、
新
た
な
農
業
人
材
に
よ
る

産
地
活
性
化
事
業
、
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計

画
整
備
事
業
　
ほ
か

市
政
運
営
の
基
本
的
姿
勢
、
人
口
減
少
対
策
の

位
置
づ
け
、防
災
、
山
中
球
場
周
辺
整
備
事
業
、

部
活
動
の
在
り
方
改
革

他
の

質
問

▲河南小学校の老木

▲九谷磁器窯跡立体模型

個
人
質
問

辰
川
　
志
郎

た
つ
か
わ

し 

ろ
う

　議
員 

九
谷
磁
器
窯
跡
の
整
備
を

ど
う
す
る
？

個
人
質
問

河
南
小
学
校
な
ど
学
校
の

老
木
・
巨
木
を
整
備
せ
よ 荒

谷
　
啓
一

あ
ら
た
に

け
い
い
ち

　議
員 

個
人
質
問

市
長
自
身
の

「
問
題
意
識（
諮
問
事
項
）」

の
欠
如
で
は
な
い
か

中
谷
　
喜
英

な
か 

や

よ
し
ひ
で

　議
員 
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教育民生
委員会（分科会）

付託案件　8件
分担案件　9件

委 員 長‥‥‥ 南出　貞子
副委員長‥‥‥ 荒谷　啓一
委　　員‥‥‥ 髙橋菜見子
　　　　‥‥‥ 福永　哲也
　　　　‥‥‥ 若林　　高
　　　　‥‥‥ 中川　敬雄
　　　　‥‥‥ 林　　直史
　　　　‥‥‥ 林　　茂信

問問答問答
議
案
第
３
号
　
令
和
８
年
度
加
賀
市
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
、

水
泳
授
業
業
務
委
託
費
に
関
し
て
、
指
導
者
数
な
ど
の
詳
細
や

負
担
軽
減
を
含
め
た
教
員
の
指
導
体
制
に
つ
い
て
示
せ
。

３
名
の
指
導
者
が
約
35
名
の
生
徒
を
３
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
指
導
す

る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
成
績
の
評
価
お
よ
び
見
守
り
は
教
員
が
行

う
必
要
が
あ
る
た
め
、
最
低
２
名
の
教
員
が
必
要
で
あ
り
、
特
別
な
配
慮

が
必
要
な
生
徒
に
関
し
て
は
、
教
員
を
増
員
し
て
対
応
す
る
。

議
案
第
９
号
　
令
和
８
年
度
加
賀
市
病
院
事
業
会
計
予
算
に
関
し

て
、
加
賀
市
医
療
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
赤
字
が
問
題
と
な
っ
て
い

る
中
で
、
診
療
報
酬
改
定
等
に
よ
る
収
益
改
善
は
ど
の
程
度
を
見
込
ん

で
い
る
の
か
を
示
せ
。

現
在
試
算
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
た
め
、
具
体
的
な
数
字
を
示
す

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
救
急
搬
送
受
入
れ
に
応
じ
た
加
算
が
追
加
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
増
収
を
期
待
し
て
い
る
。
ま
た
、
加
賀
市
医
療
セ
ン
タ
ー

は
加
賀
市
の
ほ
と
ん
ど
の
救
急
患
者
を
受
け
入
れ
て
い
る
救
急
医
療
機
関

で
あ
る
た
め
、
現
状
の
医
療
資
源
は
確
保
し
た
上
で
、
経
営
改
善
に
向
け

た
検
討
を
進
め
て
い
く
。

※
委
員
か
ら
は
、
今
後
も
収
益
状
況
の
改
善
に
向
け
た
取
組
を
進
め
、
赤
字
の
縮
減
に

　
努
め
て
ほ
し
い
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

総務経済
委員会（分科会）

付託案件  10件
分担案件　7件 

委 員 長‥‥‥ 東野　真樹
副委員長‥‥‥ 上野　清隆
委　　員‥‥‥ 植木　陽祐
　　　　‥‥‥ 一色　眞一

　　　　‥‥‥ 上田　朋和
　　　　‥‥‥ 辰川　志郎
　　　　‥‥‥ 稲垣　清也
　　　　‥‥‥ 中谷　喜英
　　　　‥‥‥ 林　　俊昭

問問答問問答
議
案
第
３
号
　
令
和
８
年
度
加
賀
市
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
、

乗
合
タ
ク
シ
ー
運
行
事
業
に
関
し
て
、
事
業
の
改
善
内
容
お
よ
び

定
期
券
の
予
算
へ
の
反
映
状
況
を
示
せ
。

電
話
予
約
が
殺
到
す
る
平
日
の
午
前
中
に
、
特

に
電
話
が
つ
な
が
り
に
く
い
と
の
意
見
が
あ
る

こ
と
を
受
け
て
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
２
名
体
制
に
し
、

対
応
を
強
化
し
て
い
く
。
ま
た
、
今
年
度
の
定
期
券

の
実
証
事
業
に
よ
り
、
一
定
数
の
利
用
者
の
増
加
が

確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
来
年
度
以
降
の
本
格
運
用

に
向
け
て
進
め
て
い
き
た
い
。
予
算
に
つ
い
て
は
、

定
期
券
発
行
に
お
け
る
追
加
の
費
用
は
特
段
か
か
ら

な
い
こ
と
か
ら
、
最
大
車
両
数
８
台
分
の
予
算
を
計

上
し
て
い
る
。

議
案
第
３
号
　
令
和
８
年
度
加
賀
市
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
、

創
業
希
望
者
相
談
支
援
情
報
発
信
事
業
に
関
し
て
、
事
業
の
具

体
的
な
内
容
を
示
せ
。

本
事
業
は
、「
加
賀
未
来
サ
ロ
ン
」に
創
業
支
援
に
関
す
る
相
談
事
業

を
委
託
し
て
お
り
、
創
業
希
望
者
に
対
し
て
タ
ー
ゲ
ッ
ト
設
定
や
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
仕
入
れ
な
ど
の
基
礎
的
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
創
業

後
も
自
立
で
き
る
ま
で
継
続
的
に
相
談
支
援
を
行
う
事
業
で
あ
る
。

３月12日・16日に２常任委員会・予算決算委員会２分科会が開かれ、それぞれに付託・分担された
議案やその他の関連事項について審査しました。ここでは、その一部を紹介しています。

常任委員会・予算決算委員会分科会の主な審査内容
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◎委員長　〇副委員長

◎委員長　〇副委員長

◎東野／〇上野／植木／一色／上田　
辰川／稲垣／中谷／林（俊）

中川／林（直）／林（茂）

　加賀市議会では、いくつかの委員会を
設けて、市長から提案された議案審査の
ほか、毎月会議を開催し、各委員会が定め
たテーマの調査・研究を進めています。
ここでは、直近の各委員会の取り組みを
紹介します。

委員会
総務経済

◎南出／〇荒谷／髙橋／福永／若林

委員会
教育民生

　山中温泉ぬくもり診療所の加賀市病院
事業への編入、加賀市国民健康保険条例
の一部を改正する条例の専決処分などに
ついて協議しました。

※１月９日、２月13日、３月16日に委員会が、１月９日、
２月13日に委員協議会が開かれました。（1月９日の
委員会および委員協議会は林（直）委員が欠席。その
ほかの委員会および委員協議会は全ての委員が出席）

◎稲垣／〇南出／若林／上田／中谷／林（直）／林（茂）

　１月臨時会、全員協議会、議会活性化特別委員会での協議結果などについて
協議しました。

※１月21日、１月29日、２月20日、２月27日、３月５日、３月19日に委員会が開かれました。（全ての委員が出席）

◎委員長　〇副委員長

委員会
議会運営

委員会
教育民生

委員会
総務経済

委員会
議会運営

　加賀市税条例の一部を改正する条例の
専決処分、委員会の調査研究課題などに
ついて協議しました。

※１月 ８ 日 、２ 月 12 日 、 ３ 月 12 日 に 委 員 会 が 、
１月 ８日 、２月12日に委員協議会が開かれました。

（1月８日の委員会および委員協議会は林（俊）委員
が、３月12日の委員会は一色委員が欠席。そのほか
の委員会および委員協議会は全ての委員が出席）

◎林（茂）／○稲垣／植木／福永／荒谷／辰川

　小松基地周辺の騒音区域、小松基地の概要および F-35A の配備などについて当局
より説明を受けました。
※１月21日 に委員会が開かれました。（全ての委員が出席）

◎委員長　〇副委員長

特別委員会
基地対策
特別委員会
基地対策
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茨城県小美玉市 ～基地対策に関する施策の現状について～
　基地所在地である小美玉市では、基地と地域との調和を図るための防衛施設周辺対策事業を進めており、主に公共
施設や道路整備等を実施しているとのことでした。また、防衛省からの補助金を財源とした施策として、航空機騒音
の影響によりテレビの音声が聴き取りにくい地域（騒音対策区域）に対し、ＮＨＫ受信料の一部を助成しているそう
です。基地周辺住民は、周辺住民整備協議会を組織し、小美玉市基地・空港対策課を通じて、北関東防衛局へ環境
整備に関する要望書を提出しているとのことでした。

愛知県碧南市 ～保育園の統合について～

航空自衛隊百里基地 ～基地周辺自治体との関係について～
　基地からは、業務における安全確保に努めていること、万一
の事故などに備えて連絡体制を整備するとともに、航空祭など
の広報活動を実施しているとの説明を受けました。基地内部
の見学において、実際の機体が離陸する様子を見学し、小松
基地で使用しているものとは異なるものの、その音量は航空
機が見えなくなっても、音だけが遠くから聞こえるほど大き
く、騒音対策の重要性を再確認したところです。

▲航空自衛隊百里基地

◎中谷／〇荒谷／髙橋／一色／東野／南出／辰川／稲垣／林（茂）

　加賀市公共施設マネジメント基本方針について当局より説明を受けました。

※１月8日、２月12日に委員会が開かれました。（全ての委員が出席）

◎委員長　〇副委員長

愛知県弥富市 ～小学校の統合について～

２月２日から３日にかけて、愛知県弥富市および碧南市を視察してきました。行政視察報告

２月16日から17日にかけて、茨城県小美玉市および航空自衛隊百里基地を視察してきました。行政視察報告

　弥富市では、児童数減少に対応するため、児童数100人未
満の小学校4校を統合し、令和10年4月に新校を開校する予
定です。既存校舎の改修・増築によりコストと工期を抑える
一方、水害対策としてかさ上げや止水板を整備するとのこと
でした。また、スクールバスを導入することとし、保護者参加
の検討も行ったとのことでした。
　少子化という共通の課題に対し、教育環境の質の維持を目
的に規模の適正化を進めていく点について、大変参考になり
ました。

▲愛知県弥富市

公共施設
マネジメント

特別委員会

公共施設
マネジメント

特別委員会

　碧南市では、同一小学校区内にある公立の幼稚園と保育園を統合し、令和10年度に民間の認定こども園を
開園する計画が進められています。
　この計画に至った背景には、施設の老朽化、園児数の減少、保育ニーズの増加などが挙げられます。
　また、民間で整備する場合は、国・県の補助金の対象となることから、民間による整備を進める方針となりました。
　施設に関しては、碧南市が南海トラフ地震の被害想定区域に含まれることから、防災対策が不可欠であり、地
域の方の一時避難所としても活用できるような施設を整備するとのことでした。
　施設の老朽化や園児数の減少といった状況は本市と共通しており、本市の保育園の統廃合を検討する上で、大
変参考になりました。
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◎上田／〇上野／植木／福永／若林／中川／林（直）／林（俊）

　ひきこもり支援、不登校の現状と取り組みなどについて当局より説明を受けま
した。

※１月９日、２月13日に委員会が開かれました。また、2月13日には現地視察を行いました。
（１月９日の委員会は、林（直）委員、林（俊）委員が欠席。そのほかの委員会および現地視察は全ての委員が出席）

◎委員長　〇副委員長

ＮＰＯ法人カタリバ ～不登校支援について～

２月５日から６日にかけてＮＰＯ法人カタリバおよび東京都豊島区を視察してきました。行政視察報告

　不登校児童生徒に対し、個別支援やアウトリーチ、福祉と教育の連携による居場所づくり、オンライン・メタ
バースを活用した支援など、多様な取組を展開しています。全ての子どもの成長を支えるため、継続的な支援が
重要であると感じました。

東京都豊島区 ～ひきこもり支援について～

　ひきこもり支援に特化した「ひきこもり相談窓口」を設置し、
分かりやすい名称やプライバシーに配慮した環境で相談しやすさ
を高めています。また、専門職による情報発信やSNS活用に加
え、地域活動や社会参加の機会を提供し、当事者が自分らしく
社会と関われるよう継続的な支援を行っているとのことでした。

▲東京都豊島区

特別委員会特別委員会

◎中川／〇荒谷／植木／髙橋／福永／上野／若林／一色

　議会改革に関する検討項目、議会基本条例の検証、議会改革度調査2025、大聖寺
実業高校との意見交換会などについて協議しました。

※１月９日、２月４日、２月20日、３月19日に委員会が開かれました。また、３月５日に広報部会が開かれ
　ました。（３月19日の委員会は、一色委員が欠席。そのほかの委員会は全ての委員が出席）
※委員のうち、広報部会は７名で構成されています。

◎委員長　〇副委員長

東京都文京区議会 ～ＡＩを活用したリアルタイム字幕表示について～

１月２２日から２３日にかけて、東京都文京区議会および一般社団法人Manikenを視察して
きました。行政視察報告

　令和５年７月に区議会内の懇談会にて「議会からの情報発信の在り方について」をテーマに検討し、リアルタイム
字幕システム導入について検討が開始されました。検討の結果、令和６年９月の本会議からリアルタイム字幕配信
を開始し、委員会では令和７年６月から字幕配信を開始したとのことでした。
　システム導入後、視聴者からは「目で見る情報と耳で聞く情報の、双方向から情報が入るのでわかりやすかった」
などの意見が多かったとのことでした。
　システムの課題点としては、機器の性能が良いため、小さい声も拾ってしまうことが挙げられるとのことでした。
　会議録への連携については、音声ファイルであれば取り込んで文字起こしは可能ですが、テキスト形式である
ため、誰が話した内容なのかが分かりにくく、今は会議録への連携はしていないとのことでした。

特別委員会

議 会
活性化
特別委員会

議 会
活性化

マ ニ ケ ン

不登校・
ひきこもり
不登校・

ひきこもり
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あわら市議会・
加賀市議会友好交流議員連盟
令和７年度研修会を行いました。

　２月12日に、あわら市議会・加賀市議会友
好交流議員連盟の議員研修会を開催しました。
　北陸信越運輸局観光部から、太田次長および
長谷川国際観光次長を講師としてお招きし、北陸
信越の観光の現状についてご講義いただきました。
　訪日外国人旅行者いわゆるインバウンドの現
状や、観光地・観光産業における人材不足やオ
ーバーツーリズムによる課題などについて説明
していただきました。

加賀五市議会議長会議員研修会に
参加しました。

　2月４日に加賀五市議会議長会議員研修会が
開催されました。
　加賀五市議会から65名の議員が参加し、「議
員が注意すべきSNSのコンプライアンスに
ついて」を学びました。全国の市議会などで
の事例を参考に、議員個人が留意すべき事項
の説明や、近年の選挙においては、有権者が得る情報源として、SNSや YouTubeの割合が急増してい
ること、また、SNSなどへの投稿の際には、AIによる内容のチェックも有効な手段の一つであることなど
が紹介されました。

一般社団法人Ｍａｎｉｋｅｎ ～自治体議会におけるＤＸの取組の現状と将来展望について～

　代表理事の中村 健先生から調査テーマについて説明を受けました。
　ＤＸ化が求められている理由は、単なる効率化だけが目的ではなく、議会の役割を今の時代に適応させるため
に必要であるとのことでした。全国的な取組では、第１段階として業務効率化型、第２段階として議会広報など
に活用する情報発信型、第３段階としてオンライン議会報告会やデジタル対話などの対話・参加型がありますが、
今は第１段階が最も多く、第２、第３段階と順に少なくなる状況であるとのことでした。将来展望では、前段の
第１段階から第３段階に変わっていくことで、議会は市民が「見に行く場」から、「関われる場」に変わっていく
とのことでした。
　加賀市議会においても、「市民から信頼される議会」へ進化するためにもＤＸ化は必要であると感じました。

委
員
会
等
活
動
報
告

行
政
視
察
報
告

1
月
臨
時
会
報
告

3
月
定
例
会
概
要

マ ニ ケ ン
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部　長 ● 荒谷　啓一
副部長 ● 一色　眞一
部　員 ●

●

 植木　陽祐　　髙橋 菜見子
　　　　  福永　哲也　　上野　清隆　
　　　　  若林　　高　

議会活性化特別委員会広報部会
　昨年10月の市長・市議選に続き、この２月・３月には衆院選・知事選と選挙が続きました。
市民の皆さんの中には「選挙疲れ」という方もいらっしゃるのではないでしょうか。
　12年ぶりの新市長、初の当初議会ということで、３月定例会の一般質問では大いに議論
が交わされました。代表質問も長い間２人でしたが、今回から３人。どちらが良い悪い
ではなく、議場の空気は変わりました。市民の皆さんもぜひ、傍聴に来ていただければ
幸いです。
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　議会を傍聴してのご意見や議会だよりを読んでの
ご感想を、議会だよりで紹介していきます。
　皆さまからの多数の応募をお待ちしています。

※定例会・委員会の日程は、議会ホームページ、
　広報かがに掲載しています。
※詳しくは議会事務局までご連絡ください。

「氏名」と「連絡先」を記入し、見出しに「傍聴者・読者の声」
と明記の上、下記の宛先まで応募ください。

応募方法

あ て 先
〒922-8622 加賀市大聖寺南町ニ41
TEL 0761-72-7965  FAX 0761-72-5305  
E-mail gikai@city.kaga.lg.jp

定例会のお知らせ6 月

  6月 8日（月）10：00～ 開会、市長提出議案説明

質疑・一般質問18日（木） 9：30～

19日（金） 9：30～ 質疑・一般質問、委員会付託

22日（月）10：00～

23日（火）10：00～

総務経済委員会（分科会）

教育民生委員会（分科会）

25日（木）10：00～

本会議

本会議

本会議

委員会

予算決算委員会委員会

13：30～ 委員長報告、質疑、討論、採決、閉会本会議

委員会

政治家の寄附行為は法律で禁止されています。 政治家の時候のあいさつ状・中元や歳暮・祭りや会合・各種大会への寄附などは、公職選挙法で禁止
されています。有権者が求めてもいけません。市民の皆さまのご理解とご協力をお願いします。

点字・音訳版
「加賀市議会だより」を
知っていますか?

文字による情報を利用することが困難な人に、加賀市議会だよりの点字版・
録音テープ版またはCD版を市内のボランティアの人たちが製作し、自宅へ
郵送します。 社会福祉協議会 72-1500（担当:川﨑・藤懿）お問い合わせ

K・A

本誌は、見やすく読み間違えのない
ユニバーサルデザインフォントを使用しています。

を募集します傍聴者・読者の声

　次の定例会は６月８日から６月25日までの
18日間です。

アドバイザー     中川　敬雄

　１月19日に、金沢大学法科大学院のオンラ
インによる講義の講師として山口議長および
中川副議長が参加し、学生に向けて加賀市の概
要や加賀市スポーツ推進条例の制定経緯など
について講義を行いました。

金沢大学法科大学院の講義を行いました。


